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これは勢多郡河原浜村（現・前橋市河原浜町）が、村内にあった大胡城につい

て報告した文書です。 

大胡城は戦国時代、大胡氏や北条氏（きたじょうし、元・上杉家家臣）が城主

でした。元禄期に前橋藩酒井家が幕府に提出した「元禄十五年上野国絵図」（1702

年、群馬県立文書館所蔵、県重文）は、「古城跡」が大胡城を含む６城描かれてい

ます（下記画像、紺色の線は城跡東方を流れる荒砥川）。多数残っていた城跡のう

ちでも重視されていたことがうかがえます。 

 本文書によれば、天正１８（1590）年、徳川家康の関東入国に伴い、家康の家

臣・牧野氏が城主となりますが、元和２（1616）年に越後国長岡へ転封となる

と、「追々破城」となり、現在は下記の状態であると書かれています。 

⚫ 「御城跡」は「竹立」＝竹が林立している。 

⚫ 「御家中」の屋敷３反２０歩（約 920 坪）は「御藪」となっている。 

 

 掲載部分の続きには、雪で折れた竹が城跡に６０本、御藪に７００本あり、「下

草」を採ることができず困っているので片付けたい、という願書が写されていま

す。相当な竹林が広がっていたことがうかがえます。 

 河原浜区有文書には大胡城跡に関する文書が比較的多くあり、竹を用水・堰の

修復（普請）に用いたり、売却して利益を得たり、城跡を畑や「御林」に変えて

いました。江戸時代の村人による城跡の活用がわかる興味深い史料です。 

 なお、大胡城址は現在も立派な本丸・郭（くるわ）・門・掘切りなどの遺構があ

り、平丘城の様子を偲ぶことができるスポットとして知られています（県史跡）。 
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